
野中 広務元官房長官
「誇れる憲法守らねば」

野中広務元官房長官は、南丹市のイベ

ントに参加。「集団的自衛権行使を認め
る法整備に強く反対した上で、『偉大で

誇れる憲法を守っていかなければならな

い』と呼びかけた。」（5月11日付「京都」）

安倍内閣は、国民の大きな反対世論の前に可決できなかった「戦争法案」を、

国会を９月２７日までの大幅延長し、強行可決を狙っています。会期を延長し

ても、危険な本質は変わりません。反対の声をさらに大きくしましょう。
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安
倍
首
相
に
近
い
自
民
議
員
に
よ

る
勉
強
会
で
、
参
加
し
た
議
員
や

講
師
の
百
田
直
樹
氏
か
ら
、
辺
野

古
新
基
地
に
反
対
す
る
沖
縄
の
人
々

を
お
と
し
め
た
り
、
「
戦
争
法
案
」

へ
の
批
判
的
記
事
を
掲
載
す
る
マ

ス
コ
ミ
を
、
威
圧
す
る
発
言
が
相

次
い
だ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
言
論
の
自
由
へ
の
絶

対
許
せ
な
い
恫
喝
発
言
で
す
。
安

倍
首
相
は
、
「
遺
憾
だ
が
、
党
の

正
式
な
会
合
で
な
い
」
と
居
直
る

始
末
。
そ
の
後
も
他
の
議
員
か
ら
、

同
趣
旨
の
発
言
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
戦
争
法
案
」
成
立
後
に
は
、

言
論
弾
圧
、
国
民
弾
圧
が
待
ち
構

え
て
い
ま
す
。



今
、
「
戦
争
法
案
」
に
反

対
す
る
声
と
行
動
が
、
急
激

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
6
月

２
１
日
、
京
都
で
行
わ
れ
た

青
年
・
学
生
の
デ
モ
は
、
ド

ン
ド
ン
膨
れ
上
が
り
２
２
０

０
人
以
上
の
規
模
に
。

立
ち
上
が
る
青
年
た
ち

「
権
力
に
逆
ら
う
こ
と
に

は
勇
気
が
い
る
。
就
職
や
世

間
体
が
気
に
な
っ
て
逃
げ
だ

し
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
る
」

「
そ
れ
で
も
、
私
が
背
負
い

込
む
リ
ス
ク
よ
り
も
、
現
政

権
に
身
を
委
ね
た
結
果
訪
れ

る
リ
ス
ク
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど

恐
ろ
し
く
思
え
る
。
も
う
他

人
ご
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」
こ
れ
は
、
戦

争
法
案
に
反
対
す
る

学
生
団
体
が
行
っ
た

ア
ピ
ー
ル
行
動
で
の

学
生
た
ち
の
主
張
で

す
。就

職
難
の
中
で
の

彼
ら
の
切
羽
詰
ま
っ

た
思
い
、
そ
れ
で
も

行
動
を
選
択
す
る
彼

ら
の
勇
気
に
胸
が
締

め
付
け
ら
れ
ま
す
。

作
家
で
９
３
歳
の
瀬
戸
内
寂
聴
さ

ん
は
、
「
病
気
で
一
年
間
寝
た
き
り

だ
っ
た
が
、
寝
て
は
い
ら
れ
な
い
」

と
6
月
1
８
日
、
国
会
の
前
に
立
た

れ
、
「
戦
争
法
案
」
反
対
を
、
ま
さ

に
命
が
け
で
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
の
声
が
列
島
を
揺
り
動
か
し

て
い
ま
す
。
声
を
上
げ
る
の
は
今
で

す
。
ご
一
緒
に
行
動
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

写真は「しんぶん赤旗」より

戦争法案阻止の行動に立ち上がろう！訴える作家の瀬戸内寂聴さん

河
原
町
通
周
辺
の
繁
華
街
が
、
戦
争
法
案
反
対
の
青
年

で
い
っ
ぱ
い
に
（
関
西
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
ｓ
呼
び
か
け
デ
モ
）

国
会
で
審
議
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
「
戦
争
法
案
」
。

国
民
の
大
き
な
反
対
世
論
の
前
に
国
会
会
期
中
に
成
立
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
安
倍
政
権
は
、
国
会
会
期
を
9
月
２
７
日
ま
で

大
幅
延
長
し
、
「
戦
争
法
案
」
の
強
行
可
決
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

京都自治労連・京都教職員組合 2015・7


	２０１５年７月９の日宣伝表
	２０１５年７月９の日宣伝裏

